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ち
な
み
に
、
現
在
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
健
保
組
合
の
健
康
保
険
料
率
68
・

４
／
１
０
０
０
は
、
前
頁
に
も
取
り
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、
他

の
健
保
組
合
に
比
べ
著
し
く
低
い
水
準
と
い
え
ま
す
。

　
実
質
保
険
料
率
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
が
、
主
に
み
な

さ
ま
と
ご
家
族
の
医
療
費
で
あ
る
法
定
給
付
費
と
、
高
齢
者
の

医
療
費
を
支
え
る
た
め
に
国
に
拠
出
す
る
納
付
金
で
す
。
法
定

給
付
費
は
高
額
薬
剤
の
影
響
等
で
伸
び
が
続
き
、
ま
た
納
付
金

に
つ
い
て
は
、
特
に
75
歳
以
上
の
医
療
費
に
対
す
る
後
期
高
齢

者
支
援
金
が
、
急
激
な
高
齢
化
に
よ
り
毎
年
度
大
き
な
伸
び
を

示
し
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
②
）。
一
方
、
65
～
74
歳
の
医
療
費
に

対
す
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
に
つ
い
て
は
近
年
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
健
保

組
合
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
（
＊
）
が
、
２
０
１
８
年
度

に
は
増
加
に
転
じ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

傾
向
が
今
後
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
実
質
保
険
料

率
も
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊�

前
期
高
齢
者
納
付
金
は
、
加
入
率
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
65
～
74
歳
の
医
療

費
を
各
医
療
保
険
者
が
公
平
に
負
担
す
る
目
的
（
財
政
調
整
）
の
拠
出
金

で
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
健
保
組
合
は
他
の
健
保
組
合
に
比
べ
加
入
率
が
高
い
た
め
拠

出
額
は
比
較
的
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
（
そ
の
分
、
法
定
給
付
費
は
高
く

な
っ
て
い
ま
す
）。

　
グ
ラ
フ
①
は
、
２
０
１
４
年
度
以
降
の
保
険
料
率
と
、
実
質

保
険
料
率
（
収
支
均
衡
と
な
る
た
め
に
必
要
な
保
険
料
率
）
の

推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
度
に
事
業
主
分
保
険

料
率
を
引
下
げ
改
定
し
た
結
果
、
実
質
保
険
料
率
が
上
回
り
、

２
０
１
８
年
度
に
は
差
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

少
な
く
と
も
こ
こ
２
年
間
は
、
現
行
の
保
険
料
率
で
は
必
要
な

経
費
を
賄
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
の
推
計
で
は
、
実
質
保
険
料
率
は
毎
年
度
上
昇
し

て
い
く
見
通
し
で
あ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

IBM健保組合の財政健全化が急務に
IBM 健保組合の財政状況については、My Health の誌上でもお知らせしてきましたが、前号では 2017 年

度決算において一転して経常赤字となったことをご報告しました。また、2018 年度予算についても 2 年

続けて別途積立金から 20 億円以上の大幅な繰り入れにより予算編成が可能となるなど、財政は極めて厳し

い状況です。今後は、2019 年度の予算編成にあたり、収支の見通しと必要な措置について検討していかな

ければなりません。そこで、現段階での状況についてお知らせします。

～2019年度に向けた対策が喫緊の課題です～

グラフ①　健康保険料率の推移

グラフ②　高齢者医療制度への
　　　　納付金の推移

２
０
１
７
年
度
に
必
要
な
保
険
料
率
は

す
で
に
現
行
の
料
率
を
上
回
る

実
質
保
険
料
率
を
押
し
上
げ
る
要
因
は

納
付
金
負
担
の
増
加

健
康
保
険
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グラフ③　健康保険財政の推移

グラフ④　介護保険財政の推移

　
グ
ラ
フ
③
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、２
０
１
７

年
度
に
は
経
常
収
支
差
引
額
は
赤
字
と
な
っ

て
お
り
、
保
険
料
率
を
現
行
の
ま
ま
据
え
置

い
た
場
合
、
そ
の
赤
字
額
は
年
々
増
加
す
る

見
通
し
で
す
。
そ
し
て
２
０
２
０
年
度
に
は

不
足
分
を
埋
め
る
た
め
の
別
途
積
立
金
等
が

　
介
護
保
険
は
市
区
町
村
が
運
営
し
て
い
ま

す
が
、
介
護
保
険
の
第
２
号
被
保
険
者
（
40
～

64
歳
）
の
保
険
料
徴
収

は
健
保
組
合
な
ど
が
行

い
、
介
護
納
付
金
と
し

て
納
め
て
い
ま
す
。
納

付
金
の
額
は
国
か
ら
各

健
保
組
合
等
に
割
り
当

て
ら
れ
、
そ
れ
に
必
要

な
保
険
料
率
を
設
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
介
護
費
用
に
対

す
る
給
付
を
賄
う
た
め

の
介
護
納
付
金
は
年
々

増
大
し
て
い
る
た
め
、

そ
の
水
準
に
見
合
っ
た

保
険
料
率
の
設
定
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
健
保
組
合
で

は
今
ま
で
準
備
金
を
繰

り
入
れ
る
こ
と
で
保
険

料
収
入
の
不
足
分
を

補
い
、
現
行
料
率
（
10

／
１
０
０
０
）
を
維

持
し
て
き
ま
し
た
が
、

２
０
１
８
年
度
に
は

そ
の
準
備
金
も
枯
渇
し

た
た
め
、
健
康
保
険

か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
予
算

を
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

２
０
１
９
年
度
に
は
介
護
保
険
料
率
の
改
定

が
必
須
と
な
り
ま
す
が
、
グ
ラ
フ
④
の
よ
う

に
、
現
行
の
保
険
料
率
の
ま
ま
だ
と
、
毎
年

度
大
き
な
不
足
額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

大
幅
な
改
定
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
予
算
が
組
め
な
く
な
る

状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
仮
に
、
保
険
料
率
を
据
え
置
い
た
場
合
に

は
、
２
０
２
２
年
度
に
は
経
常
収
支
の
赤
字

額
は
40
億
円
を
超
え
、
別
途
積
立
金
・
繰
越

金
は
マ
イ
ナ
ス
80
億
円
余
に
達
す
る
こ
と
が

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
保
険
料

率
を
改
定
し
な
け
れ
ば
、
当
面
の
収
支
均
衡

を
図
る
こ
と
も
か
な
り
難
し
い
状
況
と
い
え

ま
す
。

す
で
に
介
護
納
付
金
を

賄
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

２
０
２
０
年
度
に
は

積
立
金
等
は
マ
イ
ナ
ス
に

介
護
保
険
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